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「

本校の卒業生の進路先は、大きく分けて企業就労と福祉サービス利用があります。今回は、
福祉サービスの種類などをご紹介します。

卒業後の福祉サービスの利用



Ｑ どのように進路を決めましたか？

Ａ （水木さん） 始めは就職も考えたが、作業所で就業体験してみて、いろいろな作業経験を積むこともいいかなと
思った。

Ａ （藤井さん） いろいろなところで就業体験をした。小さいときから並べることが好きだったので、スーパーの品出し
も体験したが、一人での品出しはできても、お客さんがいる中では気が散って難しいことが分かった。
本人に向いていると思っても、職場の雰囲気や環境など、就業体験してみないと分からないことも
あった。就職した秋田運輸は、先輩がいて、昼休みに同年代の人と話ができることがよかった。

Ｑ 保護者として何をしたらよいですか？在学中に、やっておいたらいいことはありますか？

Ａ （古池さん） 何が得意で何が苦手なのか、保護者の方が、お子さんのことをよく知っていることが大切である。
相談支援事業所と連携することも大切だが、就業体験を大切にしてほしいと思う。

Ａ （丸谷さん） 就業体験中は良い評価をすることが多いが、入社後は学校生活と大きく環境が変わる。学校では、
みんながお子さんのことを理解し、認めてくれるが、社会に出ると、そうでないこともある。保護者の方
は、卒業後もお子さんへの支援をすることが大切である。

Ａ （水木さん） 在学中に、先生や保護者の方、たくさんの出会いがあった。お子さんの実態に関係なく、その子が
生きていくために必要な力について、たくさん話をするといいと思う。

Ａ （藤井さん） 自分の子供は、一人暮らしをしたいという夢をもってる。親の言うことを素直に聞く時期に、洗濯や調
理などの手伝いをもっとさせて習慣づけておけばよかった。

高等部では、８月21日（月）に、卒業して頑張っている先輩と、先輩の保護者、進路先の方をお招きしまし
た。進路先を決めるとき、何から考えたらいいんだろう…先輩はどうしていたのかな…卒業後に向けて、今か
らやっておくことはなんだろう…仕事で気を付けることは…など、いろいろな悩みに答えていただきました。

高等部進路学習会 先輩と語ろう＆先輩保護者と語ろう

＜第１部＞ 「先輩と語ろう」

＜第２部＞ 「先輩保護者と語ろう」 先輩保護者、進路先の方との座談会

Ｈ２６年度卒業生 藤井駿太朗さん（株式会社秋田運輸）
Ｈ２７年度卒業生 水木直利さん（福祉作業所油田）
卒業生保護者 藤井さん保護者、水木さん保護者
進路先の方 株式会社秋田運輸 丸谷和美さん

手をつなぐとなみ野砺波事業所 古池淑栄さん

現在は、就労移行支援事業所南天桐で、
一般就労に向けて頑張っています。

Ｑ 何時から何時まで、働いていますか？
Ａ ９時から１５時半までです。

Ｑ どんな仕事をしていますか？
Ａ 軍手の袋入れ、刺し子、シマヤの仕事な
どです。

Ｑ 仕事で大変なことはありますか？
Ａ 細かい作業が大変です。集中して頑張っ
ています。

Ｑ 仕事をして良かったことは？
Ａ お金(工賃)をもらったことです。
お金は、銀行に預けています。

Ｑ 後輩に向けてアドバイスを？
Ａ 苦手なことも頑張りましょう！

古池さんからのアドバイス
働く上で大切なことは、①休まない②自力通勤、
③遅刻しない④明るく挨拶する 以上の４つです。

Ｑ 今一番頑張っていることは何ですか？
Ａ 他の仕事もしたいので、今できる仕事を
精一杯頑張っています。

Ｑ 給料はどのようにしていますか？
Ａ 自分の小遣いの他は、貯金しています。
家にもお金を入れています。

Ｑ 仕事をして良かったことは？
Ａ 周りの人に「いつも頑張っているね」
「毎日仕事に来てくれてありがとう」と
言われることです。

Ｑ 後輩に向けてアドバイスを？
Ａ 注意されたらどうすればいいか、直せる
か、よく考えてから行動してください。
教えてもらったことは、メモをして忘れ
ないようにしましょう。

丸谷さんからのアドバイス
自立して働き続けるために、健康管理や自分で起き
る・寝る といったことを頑張ってください。

水木先輩へのインタビュー 藤井先輩へのインタビュー


